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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
社
会
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
原
則
毎
日
更
新
し
て
い
る
「
市
民
社
会
川
柳
」
の
中
か
ら 

会
員
の
投
票
で
二
〇
一
〇
年
の
ベ
ス
ト
一
Ｏ
（
時
事
）・
ベ
ス
ト
五
（
暮
ら
し
）
を
選
び
ま
し
た
。（
得
票
数
の
順
） 

【
時
事
川
柳
の
部
】 

一 

地
底
ま
で
人
間
愛
の
蜘
蛛
の
糸
（
作 

吉
武
三
和
子 

市
民
研
究
員
） 

 
 
 
 
 

世
界
中
が
協
力
し
た
チ
リ
鉱
山
落
盤
事
故
の
救
出
活
動(

十
月) 

二 

仕
分
け
て
も
な
お
余
り
あ
る
天
下
り
（
作 

中
丸
け
い
子 

一
般
） 

 
 
 
 
 

官
僚
の
悪
習
は
根
強
く
（
十
月
） 

三 

ジ
ョ
ン
イ
ル
の
次
に
有
名
女
性
ア
ナ
（
作 

松
井
真
理
子 

代
表
） 

 
 
 
 
 

北
朝
鮮
有
事
の
た
び
に
登
場
。
有
事
が
多
く
て
・
・
・（
十
二
月
） 

四 

論
客
も
首
相
に
な
れ
ば
低
姿
勢
（
作 
太
田
一
二
三 

一
般
） 

 
 
 
 
 

菅
直
人
首
相(

十
月) 

五 

オ
バ
マ
さ
ん
茶
会
で
煮
え
湯
を
飲
ま
さ
れ
る
（
作 

坂
東
行
和 

顧
問
） 

 
 
 
 
 

ア
メ
リ
カ
中
間
選
挙
（
十
一
月
） 

六 

金
権
の
本
家
が
分
家
を
追
求
す
（
作 

松
井
真
理
子 

代
表
） 

 
 
 
 
 

政
権
交
代
後
の
「
政
治
と
カ
ネ
」
の
攻
防
（
一
月
） 

七 

長
生
き
が
邪
魔
に
な
る
よ
な
嫌
な
国
（
作 

清
嶋
慶
二 

市
民
モ
ニ
タ
ー
） 

 
 
 
 
 

ミ
イ
ラ
事
件
で
明
ら
か
に
な
っ
た
無
縁
社
会
の
実
態
（
八
月
） 

八 

身
に
し
み
て
カ
ツ
丼
の
味
を
知
る
検
事
（
作 

坂
東
行
和 

顧
問
） 

 
 
 
 
 

前
代
未
聞
の
検
事
の
証
拠
偽
造
に
よ
る
逮
捕(

十
月) 

九 

子
育
て
は
知
事
で
も
悩
む
皆
同
じ
（
作 

仲
筋
泰
広 

市
民
モ
ニ
タ
ー
） 

 
 
 
 
 

野
呂
知
事
の
息
子
逮
捕
（
九
月
） 

十 

ノ
ー
ベ
ル
賞
も
ら
っ
て
怒
る
国
も
あ
り
（
作 

吉
武
三
和
子 

市
民
研
究
員
） 

 
 
 
 
 

中
国
の
獄
中
の
人
権
活
動
家
が
平
和
賞
受
賞
（
十
月
） 

 

【
暮
ら
し
川
柳
の
部
】 

一 

胸
襟
を
開
い
た
と
た
ん
友
が
減
り
（
作 

匿
名
希
望 

一
般
） 

二 

職
歴
欄
パ
ー
ト
や
派
遣
を
書
き
き
れ
ず
（
作 

坂
東
行
和 

顧
問
） 

三 

多
機
能
を
買
っ
て
使
う
は
一
機
能
（
作 

吉
武
三
和
子 

市
民
研
究
員
） 

四 

担
任
が
ふ
り
が
な
で
呼
ぶ
一
年
生
（
作 

坂
東
行
和 

顧
問
） 

五 

母
認
知
父
は
無
気
力
子
は
う
つ
に
（
作 

吉
武
三
和
子 

市
民
研
究
員
） 

お問い合わせ   ＮＰＯ法人市民社会研究所  松井・金 
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